
災 害 ご み
（災害廃棄物）（災害廃棄物）

災
害
時
に
出
る
ご
み
と
は

　

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
大
き
な
自

然
災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
大
災
害
が
起
き
る
と
、
混

乱
の
中
で
も
容
赦
な
く
、
日
常
の
生

活
か
ら
出
る
生
活
ご
み
に
加
え
て
、

壊
れ
た
家
の
が
れ
き
や
家
具
な
ど
大

量
の「
災
害
ご
み（
災
害
廃
棄
物
）」

が
発
生
し
ま
す
。

　

日
常
の
生
活
が
奪
わ
れ
、
気
持
ち

の
整
理
が
つ
か
な
い
中
で
、
庭
に
散

乱
し
た
家
財
、
水
没
し
た
家
財
な
ど

を
ど
の
よ
う
に
廃
棄
や
撤
去
、
リ
サ

イ
ク
ル
し
た
ら
よ
い
か
と
困
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

い
ざ
と
い
う
時
に
適
切
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
、
家
族
や
地
域
・
仲
間

で
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
収
集
と
ご
み
処
理
施
設

　

生
活
ご
み
で
は
な
い
災
害
ご
み
は
、

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
状
況
に

よ
っ
て
は
、
数
カ
月
か
ら
数
年
分
の
ご

み
が
、
１
日
で
発
生
し
ま
す
。

 

市
で
は
災
害
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

に
つ
い
て
、
県
内
外
の
自
治
体
と
相

互
応
援
に
関
す
る
基
本
協
定
を
結
ん

で
お
り
、
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
環

境
セ
ン
タ
ー
で
も
、
ふ
じ
み
野
市
と

三
芳
町
の「
も
や
す
ご
み
」を
10
日
分

貯
め
て
お
け
る「
ご
み
ピ
ッ
ト
」を
備

え
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
な
災
害
直

後
は
道
路
の
寸
断
や
ご
み
収
集
車
の

故
障
な
ど
、
ご
み
収
集
の
機
能
が
停

止
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
市
か
ら
収
集

再
会
な
ど
の
お
知
ら
せ
が
あ
る
ま
で

は
、
自
宅
・
敷
地
内
で
分
別
し
な
が

ら
保
管
し
て
お
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
収
集
再
開
後
は
、
公
衆
衛
生
の

確
保
・
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
、

生
ご
み
な
ど
の
生

活
ご
み
や
使
用
済

み
便
袋
な
ど
の
腐

敗
し
や
す
い「
も
や

す
ご
み
」か
ら
優
先

し
て
回
収
し
ま
す
。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
注
目

　

非
常
時
で
も
、
基
本
的
な
ご
み

の
分
別
方
法
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

ご
み
の
扱
い
方
は
災
害
の
被
害
状
況

に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
家
屋
が
倒

壊
す
る
な
ど
の
大
規
模
な
震
災
時

は
、
市
内
全
域
で
家
屋
倒
壊
な
ど

の
災
害
ご
み
が
出
ま
す
の
で
、
一
時

的
に
保
管
す
る「
仮
置
場
」を
開
設

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
仮
置
場
で

は
、
ご
み
を
荷
下
ろ
し
す
る
と
き
に

分
別
す
る
と
時
間
が
か
か
り
、
交

通
渋
滞
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
分
別
後
の
持
ち
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。
仮
置
場
へ
の
ご
み
の

持
ち
込
み
に
は
本
人
確
認
書
類
や

罹り
さ
い災

証
明
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
風
水
害
な
ど
の
一
部
地
域

に
限
定
す
る
災
害
の
場
合
は
、
災

害
ご
み
を
生
活
ご
み
と
時
間
を
分

け
て
集
積
所
に
出
し
て
も
ら
う
こ
と

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
災
害
発

生
時
に
は
、
必
ず
市
か
ら
指
定
さ

れ
た
方
法
で
ご
み
を
排
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　災害はいつ起こるかわかりません。いざというときには適切な行動をとり　災害はいつ起こるかわかりません。いざというときには適切な行動をとり
正確な情報を入手することが、自分や家族の命・生活を守ることにつながり正確な情報を入手することが、自分や家族の命・生活を守ることにつながり
ます。日頃の備えと災害後のごみを考えましょう。ます。日頃の備えと災害後のごみを考えましょう。

  環境課（環境課（ 049・262・9022）049・262・9022）

普段と同じように災害ごみもできる限り分別します（分類はイメージです）

災害時はこんな　　　が出ます

消火
設置 受付

出入口

可燃物

木くず

石膏ボード・
スレート板

ガラス・
陶器くず

粗大ごみ

廃家電

畳

瓦

コンク
リート
がら

金属
くず

災害ごみの仮置場

災害ごみを一時的に保管する場所 仮置場レイアウトのイメージ

自然災害の爪痕自然災害の爪痕

その時私たちは…その時私たちは…

ご み

可燃物・可燃系混合物
繊維類、プラスチック類など

金属くず
鉄くず、アルミ材、スチール家具など

木くず
家の柱、木製家具など

不燃物・不燃系混合物
陶器、ガラス、瓦など

廃家電など
リサイクル家電・小型家電など

コンクリートがらなど
コンクリート片やブロック

ご み害災

▲令和６年能登半島地震での石川県珠洲市の
様子（珠洲市からの提供写真）

▲災害ごみ写真【出典：災害廃棄物対策フォトチャンネル（http://kouikishori.env.go.jp/photo_channel/glossary/）】

生活ごみ
に加えて
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　使わなくなった家具などは災害時に散乱する
と大変危険です。日頃からリサイクルショップや
フリマアプリ、市で協定を結ん
でいるリユースサービスなどを
活用して、賢くお得に処分して
おきましょう。詳しくは市ホー
ムページをご覧ください。

いらないものは捨てておこう

災害ごみ回収の様子
平成２９年に発生した台風21号での

　能登地方における9月20日からの秋雨前線に伴う
大雨により、亡くなられた方々に心より哀悼の意を表
するとともに、被災された全ての方々にお見舞いを
申し上げます。
　市では、さまざまな行政部門から職員を被災地へ
派遣し支援を行っています。被災地で支援した職員
に話を聞きました。

台風で床上浸水被害があった地域での災害ご
みを処分したときの様子です。災害の地域が
限定されていたため、ごみの出し方をお知ら
せし、仮置場は作りませんでした。普段と同
じ場所に、生活ごみと災害ごみを分別して出
してもらい、回収業者が時間を分けて処理し
ました。

環境課職員

災害の状況に応じて、ごみの出し方や分別方法、仮
置場が異なります。必ず市からのお知らせを確認し、
分別してごみを出してください。被害の状況によって
通信手段が利用できない場合もありますので、複数の
方法で情報が得られるようにしておきましょう。

市からのお知らせがあるまでは、分別しながら自宅・敷地内で保管市からのお知らせがあるまでは、分別しながら自宅・敷地内で保管

▲ごみ分別アプリ▲市ホームページ ▲SNS・Ｆメール

1

災害後の非常事態時には、混乱の中で、通常の
ごみの収集対応ができません。災害ごみとリサ
イクルできるものが混ざって持ち込まれてしまうと、
人が分別するにしても、機械で分別するにしても
非常に時間と手間・経費がかかります。
ある程度素材ごとに分別することで、次の作業工
程が効率的になります。分別するごみの量が少な
ければ早く処分でき、結果として復興も早くなります。

ごみは必ず分別してくださいごみは必ず分別してください2

路上などにごみを出して道が狭くなったり、ふさが
ってしまったりすると、人命救助や災害ごみ収集、
復興作業のために必要な人や車両が通れなくなっ
てしまいます。
回収できず残ったごみは、衛生環境が悪化するこ
とで、悪臭や害虫が発生してしまいます。

道路わき、道路上、公園などに道路わき、道路上、公園などに
自己判断で災害ごみを出さない自己判断で災害ごみを出さない

3

を出すを出す注意点注意点災 害 ご み
災害ごみを処分する時の重要なポイント災害ごみを処分する時の重要なポイント

これだけは
絶対守って!

　

4
月
の
被
災
地
の
様
子
は
陥
没
し

た
道
路
や
倒
壊
し
た
家
屋
が
多
く
残

り
、
被
害
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

数
カ
月
た
っ
た
9
月
で
も
、
道
路
の
陥

没
や
亀
裂
で
通
行
止
め
の
所
も
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
復
興
支
援
が
必
要
な
状
況

で
し
た
。
被
災
地
で
の
私
た
ち
の
支
援

内
容
は
、
公
費
解
体
の
申
請
受
付
で
す
。

公
費
解
体
の
観
点
か
ら
大
切
な
こ
と

を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
続
は
そ
の
都
度
手
続
き
を

　

公
費
解
体
の
申
請
要
件
の
１
つ
に
、

解
体
を
行
う
建
物
の
登
記
簿
上
の
所

有
者
が
申
請
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
登
記
上

の
所
有
者
が
既
に
亡
く
な
っ
て
い
る
と
、

相
続
権
を
有
す
る
全
て
の
人
か
ら
実

印
を
含
む
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
中
に
は
全
国
各
地
に
住
む
、

複
数
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
実
際
の
解
体
作
業

に
な
か
な
か
進
め
ず
、
何
度
も
手
続
き

に
来
る
人
に
、
私
た
ち
も
申
し
訳
な
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
相
続
な

ど
の
整
理
や
手
続
き
は
、
そ
の
都
度
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
公
費
解
体
と
は
、
災
害
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
建
物
を
市
町
村
が
所
有
者
に
代
わ
っ

て
解
体
・
撤
去
を
行
う
制
度
の
こ
と
で
す
。

家
の
中
を
整
理
整
頓
し
て
お
こ
う

　

家
屋
を
公
費
解
体
す
る
場
合
、
家

具
・
家
財
は
撤
去
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
が
、
他
は
全
て
撤
去
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
建
物
が
不
安
定
に
な
っ
て
い

る
状
況
な
の
で
、
普
段
か
ら
素
早
く

大
事
な
も
の
を
取
り
出
せ
る
よ
う
に
使

わ
な
く
な
っ
た
も
の
は
あ
ら
か
じ
め
処

分
し
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
大
切

　

大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
と
き
は
、

さ
ま
ざ
な
な
こ
と
が
通
常
通
り
に
は
進

ま
ず
、
多
く
の
時
間
と
人
手
を
要
し

ま
す
。
国
や
自
治
体
、
市
の
支
援
で

は
限
界
が
あ
り
、
災
害
直
後
は
特
に

皆
さ
ん
自
身
で
避
難
所
を
運
営
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら

近
所
付
き
合
い
や
自
治
組
織
を
大
切

に
し
、
お
互
い
に
少
し
ず
つ
で
き
る
こ

と
・
我
慢
す
る
こ
と
な
ど
、
全
員
で
助

け
合
う
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
復
興
の

た
め
に
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

災害派遣職員レポート

令和６年能登半島地震
の被災地支援
～石川県珠洲市、穴水町へ～

　家具や家電製品を固定し、転倒防止をする
ことで、身体の安全や大切な家財を守るだけ
ではなく、災害ごみを減らすこ
とができます。また、住宅の耐
震化にも普段から取り組んでお
きましょう。
※住宅耐震化の一部補助金は２４ページをご覧ください。

家具は固定しよう

環境課職員

ご み害災
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医療品・衛生用品ほか
■□ 衣類・下着
■□ 簡易トイレ
■□ マッチ・ろうそく
■□  体温計・救急用品（ばんそうこう・包帯・

消毒液・常備薬）　

■□ マスク
■□ 洗面用具・歯ブラシセット
■■□ タオル・ブランケット
■■□ 手指消毒用アルコール
■□ ティッシュ・ウェットティッシュ

■□ 石鹸・ハンドソープ
■□ トイレットペーパー
■□ 使い捨てカイロ
■□  貴重品（通帳・現金・パスポート・ 運転

免許証など）

安全避難用品 情報収集用品
■□ 防災用ヘルメット・防災ずきん
■□ 紐なしのズック靴
■□ 軍手（滑り止め付き）・皮手袋
■□ 懐中電灯・ヘッドライト
■□ ペン・ノート

■□ スマートフォン・携帯電話用充電器
■□ 携帯ラジオ
■□ 予備電池

水・食料品
■□  家族分の水（1日３ℓ）と食料品（アルファ

米）・レトルト食品など

ペットのための備え
■□  水・薬・食料品
■□  リード・ケージ・トイレなど

備えておいた方がいい 非常持ち出し品や備蓄品のリスト
災害時に必要になるものは一人ひ
とり異なります。ご家族で話し合
い、必要なものは「１週間分」を目
安に備蓄しましょう。

日頃から食料や消耗品を少し多め
に備え、生活の中で防災を意識す
ることで、もしもの時の心構えが
身に付きます。

トイレや歯磨きのための生活用水
も必要です。日頃から、ポリタンク
に水道水や、お風呂に水を張るな
どして備えましょう。

■□ 携帯用お尻洗浄器・お尻ふき
■□ 哺乳瓶・ミルク
■□ 子ども用紙オムツ
■□ おもちゃ
■□ 抱っこひも
■□ 離乳食・携帯カトラリー　
■□ 母子健康手帳

■□ 生理用品・サニタリーショーツ
■□ おりものシート
■□ ■中身の見えないごみ袋
■□ 防犯ブザー・ホイッスル

生理用ナプキンは、けがの止
血にも活躍。避難所では下着を交換しにくい
ため、尿漏れパッドやパンティライナーは必需
品。子どもにも使えます。

子どもがいる家庭の備え 女性の備え
■□ デリケートゾーンの洗浄剤
■□ 吸水パッド・大人用紙パンツ
■□ 補聴器
■□ 持病の薬
■□ 介護食
■□ お薬手帳
■□ 入れ歯・洗浄剤
■□ 杖

高齢者がいる家庭の備え

予
測
困
難
な
災
害
に
、
日
頃
か
ら
備
え
、「
防
災
」「
減

災
」を
意
識
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
の
心
構
え
と
行
動

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

　

 

危
機
管
理
防
災
課（ 

 

０
４
９・２
６
２・９
０
１
７
）

　災害時には、防災行政無線、市ホーム
ページ、Fメール、データ放送（テレビ埼
玉・NHK）、市公式SNS、広報車などを
使い、市から情報を発信します。
　日頃から、防災情報の意識を高めて、
情報収集の方法を確認しておきましょう。

情報収集の備え

▲ 市ホームページ
の防災情報

災

害
へ
の
へ
の  

　
　
　
　
ええ
備

　過去の災害から、「自助が７割、共助
が２割、公助が１割」と言われています。
まずは、自分や家族の身を守り、その後、
地域の協力により災害に立ち向かうこと
が必要不可欠です。そのためにも、自
治組織に加入し、日ごろから地域でのコ
ミュニケーションを大切にして、顔の見
える関係性を築くことで、災害時の助け
合いに活かされます。

　総合防災訓練では、避難所への避難
や避難所運営を各自治組織が中心とな
り行っています。お住いの自治組織の
訓練にぜひ参加してみましょう。

自治組織へ加入

総合防災訓練に参加

自分に合った避難

　避難の方法や手順など、市ホームページ
での防災情報を確認し、災害の状況に合わ
せて自分に合った避難方法を事前に確認して
おきましょう。
●在宅避難
　災害によりライフラインが停止したとして
も倒壊や浸水などの危険性がなく、住み続
けられる場合は、在宅避難を考えましょう。
●分散避難
　避難場所を分散させるため、安全な場所
に住んでいる親戚や知人など頼れる人がい
れば、そこに避難することも検討してください。
●避難所への避難
　自宅が危険な場合は、市が開設する避難
所へ避難しましょう。自分の行動範囲にある
避難所を事前に確認しておきましょう。

第１3回ふじみ野市総合防災訓練

　近年、全国各地で大規模な災害が相次いでいます。総
合防災訓練を通じ、「自らの命は自ら守る」行動を繰り返し
実施することで、緊急時でも実際の行動に移せる
よう、被害内容を想定した訓練を実施します。
　市役所本庁舎に災害対策本部、大井総合支所
に災害対策室を設置、市内２０カ所の指定避難所、
福祉避難所や救護所を開設するとともに、各自治
組織による地区対策本部の設置や自主訓練の実
施など、ふじみ野市地域防災計画に基づく初動体
制を実践し、体験します。

※市ホームページからも確認で
きます。

福岡小学校、駒西小学校、
上野台小学校、西小学校、
さぎの森小学校、福岡中学校、葦原中
学校、花の木中学校、上福岡西公民館、
第２運動公園（旧福岡高校）
 大井小学校、鶴ケ丘小学校、東原小学
校、西原小学校、亀久保小学校、三角
小学校、東台小学校、大井中学校、大
井西中学校、大井東中学校

訓練時に開設する指定避難所

東
地
域

西
地
域

ご み害災

防災行政無線自動応答サービス
で、放送内容を電話で確認できま
す（通話料有料）。

 ０４９・２５６・８８７７

きく

テレビ埼玉とＮＨＫのデータ放送
で、災害状況の確認ができます。
各局の視聴中にリモコンのｄボタ
ンを押してください。

みる

防災行政無線が聞き取れないとき

防災行政無線で、午前8時20分に事前告知、
8時30分に訓練開始のサイレンが鳴ります。

１１月１０日㈰
午前８時３０分～正午

訓練の想定被害内容
　午前８時３０分に東京湾北部を震源とする震度５強

（一部震度６弱）の地震が発生し、市内全域にわたり
家屋の全半壊、橋梁・ライフラインの損壊など、大
きな被害が発生した
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